
問

教
育
長
は
総
括
質
問

で
、
「
小
中
一
貫
教
育
基

本
計
画
案
に
対
す
る
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
、
様

々
な
意
見
を
い
た
だ
い
た

こ
と
を
重
く
受
け
止
め
、

見
直
し
す
る
こ
と
に
し

た
」
と
答
弁
し
、
い
よ
い

よ
撤
回
か
と
期
待
し
た
。

し
か
し
、
続
い
て
「
各

ブ
ロ
ッ
ク
に
お
い
て
一
律

・
画
一
的
な
導
入
す
る
方

式
は
採
ら
ず
、
各
中
学
校

ブ
ロ
ッ
ク
で
議
論
す
る
」

と
述
べ
、
意
見
を
重
く
受

け
止
め
た
の
か
、
疑
問
に

思
っ
た
。

小
中
一
貫
教
育
導
入
の

リ
ス
ク
を
、
ど
う
検
討
さ

れ
た
の
か
。

教
育
長

鶴
岡
型
小
中
一

貫
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
の

小
中
連
携
を
さ
ら
に
深
化

さ
せ
、
小
中
共
通
の
目
標

や
、
目
指
す
子
供
の
姿
を

設
定
し
、
義
務
教
育
の
９

年
間
で
、
一
貫
性
の
あ
る

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
を

行
い
、
子
供
た
ち
の
育
ち

を
支
え
て
い
く
も
の
だ
。

現
在
の
中
学
校
ブ
ロ
ッ

ク
の
枠
組
み
で
議
論
を
行

い
、
で
き
る
こ
と
か
ら
進

め
て
い
く
。

小
中
一
貫
校
は
、
地
域

の
十
分
な
理
解
と
合
意
形

成
が
あ
る
場
合
に
、
選
択

肢
の
一
つ
に
な
る
。

新
た
な
体
制
の
構
築
の

た
め
に
は
、
検
討
段
階
で

話
し
合
い
の
場
面
が
増
え

る
こ
と
は
否
め
な
い
。

一
方
で
、
こ
れ
ま
で
も

小
中
連
携
教
育
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
従
来
の
取
組

を
整
理
、
継
続
し
、
小
・

中
学
校
の
教
員
が
合
同
で

行
っ
て
い
る
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
会
な
ど
、
既
存
の
取
組

を
生
か
し
て
い
く
こ
と

で
、
負
担
が
軽
減
さ
れ
る

よ
う
努
め
て
い
く
。

問

子
ど
も
は
９
年
間
、

一
貫
し
て
一
つ
の
目
標
に

向
か
っ
て
進
む
の
で
は
な

く
、
飛
躍
も
あ
れ
ば
迷
い

も
あ
っ
て
、
悩
ん
で
後
退

す
る
こ
と
も
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
が
変
わ

る
チ
ャ
ン
ス
を
つ
く
る
と

い
う
こ
と
が
、
学
校
現
場

で
非
常
に
大
事
で
、
そ
れ

が
教
員
の
多
忙
化
で
大
変

に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

教
育
長

鶴
岡
型
小
中
一

貫
教
育
は
、
小
中
連
携
教

育
と
基
本
的
に
同
じ
で
、

小
・
中
の
先
生
が
仲
よ
く

な
り
、
子
ど
も
た
ち
が
交

流
を
図
っ
て
、
学
び
の
体

験
を
多
く
し
、
特
色
を
も

っ
と
高
め
て
い
く
も
の

で
、
一
律
・
画
一
的
に
導

入
す
る
も
の
で
は
な
い
。

問

情
報
公
開
で
は
、
令

和
２
年
４
月
７
日
の
令
和

２
年
度
主
要
課
題
事
項

で
、
学
校
適
正
配
置
の
検

討
に
初
め
て
「
小
中
一
貫

校
の
検
討
」
の
課
題
が
出

て
、
「
小
中
一
貫
教
育
」

で
は
な
か
っ
た
。

令
和
３
年
７
月
に
は
、

「
小
中
一
貫
校
」
は
、
旧

町
村
地
域
の
小
・
中
学
校

各
１
校
、
及
び
小
中
一
貫

校
を
検
討
す
る
と
な
っ
て

い
た
。

そ
し
て
、
令
和
４
年
４

月

日
の
内
部
会
議
で
、

14
「
小
中
一
貫
連
携
教
育
」

が
出
て
、
そ
の
年
の
６
月

日
の
総
合
教
育
会
議

21で
、
「
鶴
岡
型
小
中
一
貫

教
育
」
が
正
式
に
議
題
と

さ
れ
て
決
定
さ
れ
た
。

最
初
に
、
「
小
中
一
貫

校
」
あ
り
き
で
２
年
間
検

討
し
て
き
て
、
令
和
４
年

に
わ
ず
か
２
カ
月
で
、「
鶴

岡
型
小
中
一
貫
教
育
」
が

決
定
さ
れ
た
。

総
括
質
問
の
際
、
市
長

は
、
パ
ブ
コ
メ
で
た
く
さ

ん
の
意
見
が
出
て
い
る
こ

と
を
承
知
し
て
い
る
と
答

え
て
い
た
が
、
感
想
は
ど

う
か
。

市
長

パ
ブ
コ
メ
の
意
見

に
全
て
目
を
通
し
た
。
非

常
に
理
解
が
進
ん
で
い
な

い
と
感
じ
た
。

教
育
長
は
、
画
一
的
・

一
律
に
導
入
す
る
方
式
は

採
ら
な
い
と
明
確
に
言
っ

て
お
り
、
大
き
な
方
向
転

換
と
受
け
止
め
て
い
る
。

問

藤
島
地
域
の
教
育
振

興
会
議
で
は
、
藤
島
中
学

校
改
築
に
合
わ
せ
て
、
小

中
一
貫
校
、
義
務
教
育
学

校
の
方
向
を
決
め
た
。

藤
島
地
域
で
、
普
通
の

小
学
校
に
通
わ
せ
た
い
親

は
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
の

か
。
（
２
面
に
つ
づ
く
）

ܓ

ඒ

۶
࣏
Ơ
۬
ƛ
ƴ
ƻ
ƪ

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
政
府
に
対
し
て

措
置
費
の
対
象
と
な
る
よ
う
要
望
し
て

も
ら
い
た
い
し
、
県
単
独
で
も
支
援
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

子
ど
も
家
庭
課
長

厚
労
省
に
問
い
合

わ
せ
て
い
る
。
委
員
か
ら
あ
っ
た
よ
う

な
事
（
県
の
支
援
）
は
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。

▽
児
童
養
護
施
設
は
、
虐
待
等
の
児
童

を
養
護
し
自
立
の
た
め
の
援
助
を
行
う

生
活
の
場
で
す
が
、
近
年
虐
待
の
深
刻

化
等
困
難
が
増
大
し
て
い
ま
す
。
県
内

に
５
カ
所
１
８
５
名
が
入
所
、
鶴
岡
に

は
社
会
福
祉
法
人
思
恩
会
が
運
営
す
る

七
窪
思
恩
園
が
あ
り
ま
す
。
今
回
の
問

題
は
、
福
祉
保
育
労
働
組
合
の
県
要
望

の
際
（
上
の
画
像
）
に
職
員
の
方
が
訴

え
た
内
容
の
一
つ
で
す
。
就
労
・
就
学

支
援
等
多
く
の
課
題
解
決
に
、
現
場
の

皆
さ
ん
と
力
を
合
わ
せ
て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
２
月
定
例

会
厚
生
環
境

常
任
委
員
会

で
取
り
上
げ

た
児
童
養
護

施
設
の
問
題

で
す
。

関

入
所
し

て
い
る
児
童

・
生
徒
の
部

活
動
の
費
用

は
措
置
費
（
国
が
お
こ
な
う
支
出
）

で
ま
か
な
わ
れ
て
い
る
が
、
部
活
が

地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
へ
移
行
す
る

と
対
象
外
に
な
る
。
生
活
保
護
家
庭

の
場
合
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

地
域
福
祉
課
長

学
校
で
実
施
す
る
部

活
動
に
限
定
さ
れ
ず
、
地
域
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ブ
な
ど
も
対
象
と
な
る
。

関

施
設
が
生
活
保
護
以
下
の
条
件
に

な
っ
て
い
る
。
施
設
が
費
用
を
負
担
す

る
か
、
子
ど
も
の
参
加
を
認
め
な
い
か
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２
月

日
の
鶴
岡
市
議
会
３
月
定
例
会
一
般
質
問
で
、

29

日
本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
、
①
小
中
一
貫
教
育
、

②
少
子
化
対
策
に
つ
い
て
、
取
り
上
げ
ま
し
た
。

卒
業
式
は
飛
躍
す
る
最
後
の
授
業



（
１
面
の
つ
づ
き
）

教
育
長

義
務
教
育
の
中

で
の
形
は
若
干
違
う
が
、

私
は
同
じ
学
校
だ
と
思
っ

て
お
り
、
普
通
の
小
学
校

に
入
学
す
る
の
も
、
小
中

一
貫
校
に
入
学
す
る
の
も

変
わ
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。

問

小
学
校
の
卒
業
式

は
、
教
職
員
あ
げ
て
行
う

６
年
間
の
最
後
の
授
業

で
、
感
動
の
場
だ
。

い
よ
い
よ
中
学
校
に
飛

躍
す
る
、
最
後
の
授
業
の

チ
ャ
ン
ス
が
、
義
務
教
育

学
校
に
は
無
く
な
る
。

こ
れ
は
大
き
な
問
題
で

あ
り
、
ぜ
ひ
見
直
し
て
い

た
だ
き
た
い
。

庄
内
地
域
の
広
域
水
道

企
業
団
の
設
立
に
む
け
、

鶴
岡
、
酒
田
、
庄
内
の
３

市
町
で
、
水
道
事
業
の
統

合
を
目
指
す
庄
内
広
域
水

道
事
業
統
合
準
備
協
議
会

（
会
長
・
皆
川
治
鶴
岡
市

長
）
の
第
２
回
の
会
議
が

３
月

日
、
鶴
岡
市
役
所

26

で
開
か
れ
ま
し
た
。

令
和
５
年
度
事
業
で

は
、
昨
年
３
月
の
第
１
回

協
議
会
以
降
、
６
回
の
幹

事
会
や
、
広
域
化
基
本
計

画
の
策
定
、
統
合
に
係
る

事
務
事
業
調
整
、
群
馬
東

部
水
道
企
業
団
の
視
察
等

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

６
年
度
の
事
業
計
画
で

は
、
基
本
計
画
の
策
定
を

進
め
、
８
月
に
基
本
計
画

案
を
提
示
、
９
月
に
各
市

町
議
会
へ
の
説
明
、

月
10

に
基
本
協
定
の
締
結
、
そ

の
後
に
準
備
発
注
、
事
業

認
可
申
請
を
経
て
、
令
和

８
年
（
２
０
２
６
）
４
月

か
ら
企
業
団
に
よ
る
事
業

開
始
を
目
指
し
ま
す
。

３
市
町
に
よ
る
「
水
平

統
合
」
後
に
は
、
県
事
業

と
の
「
垂
直
統
合
」
を
目

指
し
ま
す
。

水
道
事
業
は
、
人
口
減

少
に
よ
る
水
需
要
の
減
少

や
、
管
路
の
耐
震
化
、
老

朽
管
の
更
新
な
ど
の
施
設

維
持
の
課
題
、
災
害
時
な

ど
に
備
え
た
公
共
・
専
門

性
の
堅
持
、
受
益
者
負
担

の
軽
減
な
ど
、
市
民
の
生

命
を
守
る
要
で
あ
り
、
暮

ら
し
に
直
結
す
る
事
業
と

な
る
こ
と
か
ら
、
注
視
が

必
要
で
す
。

菅
井
巌
議
員
が
傍
聴
し

ま
し
た
。

鶴岡市の３月３１日現在のゼロ歳児は５５２人
１歳児の６４２人から90人も減り、５００人台の数値は初めて
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年齢 ※鶴岡市住民基本台帳から

問

国
立
社
会
保
障
・
人

口
問
題
研
究
所
の
最
新
の

人
口
推
計
で
、
ゼ
ロ
歳
か

ら

歳
ま
で
の
年
少
人
口

14
は
、
減
少
が
前
の
デ
ー
タ

よ
り
加
速
化
し
て
い
る
。

一
方
、
三
川
町
は
、
前

回
と
比
べ
て
大
き
く
改
善

少
子
化
加
速
は
学
校
統
廃
合
の
影
響
か

し
て
い
る
。

鶴
岡
市
は
、
学
校
統
廃

合
の
影
響
が
大
き
く
、
２

０
１
４
年
か
ら
５
年
間
か

け
て

あ
っ
た
小
学
校
を

40
校
へ
、

校
も
一
気
に

26

14

廃
校
に
し
た
。

１
４
０
年
続
い
た
各
小

学
校
の
、
地
域
の
教
育
力

で
子
供
た
ち
を
育
て
て
き

た
歴
史
と
ふ
る
さ
と
の
宝

を
、
一
気
に
失
う
リ
ス
ク

を
生
み
出
し
た
。

学
校
統
廃
合
の
誤
り
を

認
め
て
、
若
者
が
定
着
で

き
る
住
宅
政
策
が
必
要
と

思
う
が
ど
う
か
。

企
画
部
長

前
回
と
の
比

較
が
可
能
な
２
０
４
５
年

の
本
市
の
人
口
推
計
は
、

前
回
８
万
８
９
２
人
に
対

し
、
今
回
の
推
計
で
は
８

万
４
２
５
０
人
で
、
３
３

５
８
人
の
増
と
な
り
、
県

内
で
は
最
も
高
い
数
値

だ
。本

市
の
人
口
減
少
対
策

の
取
り
組
み
が
一
定
の
成

果
を
上
げ
て
き
て
い
る
。

一
方
で
、
年
少
人
口
は
、

前
回
と
の
比
較
で
３
３
８

人
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

小
学
校
の
統
合
に
起
因

す
る
か
ど
う
か
は
、
現
段

階
で
は
判
断
し
か
ね
る
。

な
お
、
２
０
４
５
年
時

点
で
年
少
人
口
が
前
回
よ

り
改
善
し
た
の
は
、
県
内

で
は
１
市
６
町
村
あ
り
、

三
川
町
は
１
０
４
人
増
と

県
内
で
１
位
の
数
値
だ
。

こ
の
要
因
の
一
つ
に

は
、
宅
地
分
譲
な
ど
も
含

め
た
人
口
減
少
対
策
が
あ

る
と
推
察
し
て
い
る
。

年
少
人
口
を
増
加
さ
せ

る
に
は
、
若
者
子
育
て
世

代
へ
の
支
援
に
よ
る
子
育

て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

が
特
に
重
要
で
あ
る
。

今
年
度
移
住
・
新
婚
・

子
育
て
世
代
を
対
象
に
、

リ
フ
ォ
ー
ム
補
助
金

件
80

の
支
援
を
行
っ
た
が
、
こ

の
う
ち
約
４
割
に
当
た
る

件
は
旧
町
村
地
域
へ
居

30住
し
て
お
り
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
。

昨
年
度
の
転
出
入
の
状

況
は
、

歳
か
ら

歳
ま

25

39

で
の
若
い
世
代
で
は
、
転

入
者
が
転
出
者
を
若
干
上

回
る
転
入
超
過
の
状
況
と

な
っ
て
い
る
。


